
【第２部】 講演・公開ディスカッション 14：50 ～
１．民間活用(川崎版PPP)推進方針（案）について          川崎市総務企画局 行政改革マネジメント推進室

２．講演（民間提案・連携事例の紹介）
①ＰＦＩ法第６条に基づく等々力緑地再編整備事業への民間提案 （登壇者調整中）

②交通ビッグデータを利用した道路施策の推進
㈱ナビタイムジャパン COO 統括事業責任者 交通コンサルティング事業部 事業部長萩野 良尚 氏

３．公開ディスカッション ～“「公共」を共に担い、共に創り上げていく”ための連携のあり方～
内閣府 民間資金等活用事業推進室 企画官 阿部 俊彦 氏 ㈱日本政策投資銀行 地域企画部長兼 PPP/PFI 推進センター長 足立 慎一郎 氏

   アンダーソン・毛利・友常法律事務所                                        ㈱民間資金等活用事業推進機構 執行役員投融資第一部長 田 中  実  氏
パートナー弁護士 伊藤 麻里 氏                                        川 崎 市  副市長 伊 藤  弘

【コーディネーター】（一財）日本経済研究所エグゼクティブ・フェロー兼㈱日本政策投資銀行顧問 金谷 隆正 氏

【第１部】 市と民間による意見交換会 13：15 ～
民間活用予定案件について、民間事業者の皆様と市の担当職員で、意見交換を行います。
セミナー申込時に対話を希望される案件をご指定ください。（1名２件以内）

※ 1グループ１０名程度・１回当たり 30分程度（予定）。ご参加いただくブースと時間については前日までにお知らせする予定です。
申込が多い案件は先着順とさせていただきますので、予めご了承ください。

【民活予定案件】 公有地利活用、施設のサブリース、交通ビッグデータ活用、
情報配信システム導入、公共施設ＬＥＤ化 等   ※詳細は次ページをご確認ください。

市内外の 民間事業者様 （先着 200名）参加費無料 事前申込制対象

日時

場所

 “「公共」 を共に担い、共に創り上げていく”ための連携のあり方とは？
川崎市では、民間事業者の皆様との更なる連携に向けて、「民間活用（川崎版 PPP）推進方針」の策定作業を進めています。

この方針では、「民間ならではの発想によるアイデア、ノウハウ等をあらゆる施策分野に最大限活用」するため、民間事業者の皆
様から提案を求め、採用された提案者との協議を経て事業化を図る「民間提案制度」の導入を位置付けています。

今回のセミナーでは、方針の内容や民間提案の実例の紹介とともに、こうした民間事業者の皆様のアイデアやノウハウを施策に生か
すにあたり、“「公共」を共に担い、共に創り上げていく”ための連携のあり方について、有識者を交え、皆さんと共に考えます。

第３回テーマ

検索川崎市PPPプラットフォーム

申込締切
3月11日（水）

申込締切
3月18日（水）



案件名 意見交換会のテーマ等 担当部署

① 川崎駅西口大宮町 A-2 街区緑地
の利活用及び運営管理

大宮町 A-2 街区の開発計画に伴い、令和 2 年度に整備予定の約 1,000 ㎡の緑地について、周辺地区へ
の地域貢献等につながる民間活力導入の可能性に関する、幅広いアイデア・運営体制等の意見交換や提案

まちづくり局
拠点整備推進室

② 総合自治会館跡地の利活用 現在中原区小杉町 3 丁目１番地にある総合自治会館が令和 2 年 7 月以降に移転することから、同年 2
月に土地利用方針を策定し、同年 5月から公募を開始予定。公募条件等についての情報提供や意見交換

まちづくり局
拠点整備推進室

③ 特定公共賃貸住宅の利活用 前回の意見交換会及びサウンディング調査等を踏まえ、空き室のサブリースと特定公共賃貸住宅の既存住戸
及び共用部の一体管理を前提に検討を進めている。その場合の事業スキーム等に関する意見交換や提案

まちづくり局
住宅整備推進課

④ 道路行政におけるデジタル技術（交
通ビッグデータ、AI、画像分析等）の活用

今年度、ナビタイムと連携してデータ活用の取組を推進している中で、更なるデジタル技術を活用した渋滞原
因の分析、予測、効果測定や適切な経路誘導、交通量調査の省力化等についての提案や意見交換

建設緑政局
企画課

⑤ 児童生徒の安全に関わる情報配信
メールの整備

既存の情報配信システム（危険情報等に関する情報を学校や保護者に配信するメールシステム）の老朽化
が進んでいることから、新たに情報配信システムを導入する際の様々な提案や意見交換

教育委員会事務局
指導課

⑥ 塩浜親水緑地の利活用 昭和 34年完成の老朽化した塩浜物揚場（施設面積約 1,700㎡）を、親水緑地へ利用転換することに伴
い、施設の有効活用やにぎわいを創出するためのアイデアについての意見交換や提案

港湾局
経営企画課

⑦ 市施設における LED化の推進 市施設の省エネ化の推進のため、令和２年度以降、複数の施設をまとめて LED 化することを検討しており、
経費の節減や効率的・効果的な導入手法に関する意見交換

環境局
地球環境推進室

メールニュースにご登録ください！
川崎市の民間活用（官民パートナーシップ）に関する情報を 
定期的にお届けする、メールニュースを配信しています。
今後、具体的なプラットフォームの開催時期等について、
メールニュースにてお知らせするため、登録をよろしくお願いします。
こちらへ空メールを送信の上、返信メールから御登録ください。
 →→→ mailnews@k-mail.city.kawasaki.jp
登録の際は川崎市民間活用メールニュース に チェック！
→→→ 

第２部 講演等登壇者紹介

会場案内図
〇JR南武線・湘南新宿ライン・横須賀線
「武蔵小杉」駅北口 徒歩約 4分
〇東急東横線・目黒線
「武蔵小杉」駅 徒歩約 5分

㈱日本政策投資銀行 地域企画部長 兼 PPP/PFI推進センター長 
（川崎市民間活用推進委員会委員）         足立 慎一郎 氏

アンダーソン・毛利・友常法律事務所 パートナー弁護士
（川崎市民間活用推進委員会委員）    伊藤 麻里 氏

㈱民間資金等活用事業推進機構 執行役員投融資第一部長 
（川崎市ＰＰＰプラットフォーム事務局員）  田中 実 氏

内閣府 民間資金等活用事業推進室 企画官  

阿部 俊彦 氏

2003年株式会社ナビタイムジャパン入社。法人向けサービス、
携帯公式コンテンツサービス等の開発に従事した後、2004年開発部門 部長、
2011年企画部部長、2012年トータルナビ事業責任者、
2015年研究開発部門 責任者に就任。 
2017年より、ナビゲーションサービスを通じて培ってきたデータ・技術・ユーザー基盤を活かし
交通・観光ビッグデータの分析を行う交通コンサルティング事業の事業部長を務めている。
2019年よりCOO 統括事業責任者に就任。 

第１部 市と民間による意見交換会

㈱ナビタイムジャパン  

COO 統括事業責任者、 

交通コンサルティング事業部 事業部長

萩野 良尚 氏

講演

公開ディスカッション

1992年日本開発銀行（現・日本政策投資銀
行）入行。
内閣官房（都市再生本部事務局）派遣、 
公共ソリューション部等を経て、 
2010年5月地域企画部課長。 同次長を経て、
2016年6月より同担当部長・PPP/PFI推進センタ
ー長、2019年6月より現職。 
地域創生や、PPP/PFI、インフラ・マネジメント、PRE
戦略に係る国や地域の取組支援等を担当。

1988年㈱日本興業銀行（現㈱みずほ銀行）入行。
2013年内閣府にて㈱民間資金等活用事業推進
機構の設立準備に参画し、設立と同時に現職。
官民双方と幅広い接点を持ち、官民の橋渡し役とし
て多数のPFI事業の案件形成及び事業者向け出融
資に携わる。 

2001年弁護士登録。2008年ニューヨーク州弁護
士登録。国内外の企業法務を幅広く手がけ、2011
年より現職。
多数のPPP/PFI案件につき国・地方公共団体、事
業者、金融機関に対し助言するほか、企業買収、
各種金融取引に携わる。

平成12年 建設省入省、
国土交通省中部地方整備局企画部企画課長、
大臣官房技術調査課課長補佐、九州地方整備局
道路部道路調査官等を歴任し、
平成31年4月より内閣府民間資金等活用事業推
進室企画官、現在に至る。 


